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自己紹介をお願いします。
　おはようございます。このように皆さんにご挨拶で
きることを、嬉しく思っています。私の名前は、キャメ
ロン　スミスです。リズモー市で、公衆衛生局員として
働いています。公衆衛生局員とは？という皆さん、か
らの問いが聞こえてきそうですね。（もし私が皆さん
の立場なら、聞いていると思います）公衆衛生局員と
は、市民の健康が守られるよう勤める仕事です。つま
り、食べ物が扱われている店に、立入検査をし、食品が
安全に売られているかを確認する仕事です。（食べる
と体調を崩してしまうような食品は、だれも食べたく

はないですからね！）ま
た、市が、安全な水を市
民に届けられているか
水質検査をしたり、美容
院やタトゥーショップ
の立入検査をする仕事
も、行っています。もっ
とシンプルに説明する
と、市民が安全に暮らせ
るように不衛生な営業
をする店舗の取締りを
行うのが私の仕事です。

　２月４日、リズモー市役所から大和高田市へ、Cameron Smith（キャメロン・スミス）
さんが派遣されました。大和高田市長から辞令を受け、広報情報課で１か月勤務することに
なりました。
　本市では、今回の派遣受け入れリズモー市と大和高田市の姉妹都市交流50周年に、お互い
の街を知り、今後の交流を更に深めるよい機会になるのではと、考えています。市役所の業
務を紹介したり、市民の皆さんと交流したり、大和高田市や奈良県の歴史を知ってもらい、
日本の文化に触れてもらうスケジュールを考えています。
ようこそ、大和高田市へ

よ
う
こ
そ
、大
和
高
田
市
へ

Please introduce your self
Ohayoo gozaimasu, I would like to take this 
opportunity to introduce myself, my name is Cameron 
Smith and I am an employee of the Lismore City 
Council. My role there is that of Public Health 
Officer. What does this mean I here you ask. (Well I 
would if I was talking with you).

The Public Health Officer is responsible to ensure 
that the health of the public is looked after. This 
means inspecting food shops to make sure they sell 
food safely. (nobody likes eating food that will make 
them sick), I check the 
water test results to 
make sure our Council 
is delivering safe water 
to the public as well as 
inspecting beauty salons 
and tattoo parlours. So 
essentially my primary 
purpose to protect the 
public from poor and/
or dangerous business 
practices.

We
lcome

▶リズモー市役所で働くキャメロンさんの姿
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リズモー市の紹介をお願いします。
　１８４３年、羊や牛の畜産を目的として、欧州から
リズモー地方への移民が始まりました。１８４５年、
リズモーは、スコットランド高地に位置する小さな島
ロックリンヒにちなんで、名付けられました。（少し
言い添えると、オーストラリアは１７８８年、イギリ
スからの移民により、建国されました。だから、日本の
国の歴史からすると、とても若い国だといえます。）私
は、かれこれリズモー市に35年以上暮らしています。
この間、のんびりと穏やかだった町が、市へと変わる
様子を見てきました。
　リズモー市は、ノースリバー地方の心臓部にあた
り、ニューサウスウェールズの北沿岸部に位置しま
す。リズモー市中心部の人口は、約4万3千人です。（老
後をお考えの人は、ぜひリズモーへ越してきてくださ
い。もちろん、おいしいお寿司屋さんもありますよ。）
　リズモー市には、多くの行政機関が集まっていて、
２つもの大きな病院があります。そのため、リズモー
市は、比較的大きな市だといえます。
　リズモーは、イギリスやイタリア、ギリシャなどの
欧州の国々の文化と中国・スーダン・日本そして先住
民であり、ブンジャラン民族として知られるアボリジ
ニの文化が混ざり合ってできている市です。

Please introduce the city of Lismore
European settlement began in the Lismore area in 1843 
to raise sheep and cattle. In 1845, it was named Lismore 
after a small island in Loch Linnhe in the Scottish 
highlands. (I would like to point out Australia was 
colonised by the British in 1788, so we are by Japanese 
standards a very young nation)
I have lived in the city of Lismore for more than 35 
years. In this time I have seen many changes as the place 
has evolved from a sleepy town to a growing city.
Lismore is at the heart of the Northern Rivers region 
which is located on the far north coast of New South 
Wales. The population for the local government area 
known as Lismore is approximately 43,000, (so if your 
thinking of retiring, why not consider immigrating to 
Lismore, and we do make excellent sushi)

Because of its location there are many government 
departments, business and two major hospitals. This 
makes Lismore a very busy place.

Lismore is a culturally diverse city, boasting Europeans 
(english, italian and greek), Chinese, Sudanese, Japanese 
and of course an Aboriginal population (who we refer 
to as 'traditional custodians' in this region,the of 
Aboriginals are known as the Bundjalung Nation.  

▶桜井市内のお寺にて（2月5日）▶市人事課にて、公務員制度の説明を受けました（2月4日）

▶「ときめきたかだ」にて、果物の値段の安さに驚いていました（2月7日） ▶市立図書館を見学（2月8日）

ようこそ、大和高田市へ
We
lcome
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▶葛城コミュニティセンターにて、日本舞踊を見学（2月14日）

日本や高田の感想
　この数週間の滞在で、日本のどこを訪れても、自国
に対する誇りと人への優しさにあふれていると感じ
ました。大和高田市の皆さんは、私のような外国人に
もとても親切に接してくださり、またこの国の持つ歴
史は、目を見張るものがあります。
　私が特に感動したのは、リズモー市から寄与された
ユーカリの木を30年近く、守り育ててくれた市職員に
お会いできたことです。
　オーストラリアでは、２度３度の転職が当たり前な
ため、一人の人がずっと同じ職をまっとうすることが
珍しく、日本のように、一つの職に時間をかけまっと
うされることに感動を覚えました。

How is Japan and Takada
From what I have seen of Japan as a nation so far is 
that there is great pride and friendliness every where 
I go. The peoples respect and courtesy for not only 
each other but for there surroundings and history 
is astonishing. This definitely carries through to the 
people who live in Yamatotakada. For example i was 
humbled to meet a gardener who as part of his job had 
been caring for a tree for 30 years. Most Australian 
will usually have 2 or 3 jobs or employers in their 
career, it is rare in my Country to find a person so 
dedicated to the one job.

職員派遣で高田市にきた理由
　私が大和高田市に派遣された理由は、２つありま
す。大和高田市とリズモー市は、すでに深い絆で結ば
れていますが、今回私が派遣されたことで、大和高田
市の皆さんに直接お会いし、自分の足で、たくさんの
場所を訪れることで、より多くを市や市長から市民に
伝えることができます。そして、長く行政機関に勤務
する者として、異なる国の市政を学べる機会を、嬉し
く思っています。　大和高田市が、市民のためにどの
ように市政を行っているのか、しっかりと学び吸収
し、持ち帰ることが、私の役目です。（正直なところ、大
和高田市とリズモー市にはたくさんの共通点があり、
驚いています）。

What is the reason to come to Takada city 
and why the exchange
There are two reasons for coming to Takada city. 
Firstly as there is already a strong tie with Lismore 
City it is a great opportunity to meet the people and 
see the place that our Council and Mayor talk with 
and about regularly. Secondly as I have spent my life 
working for the Government in enforcement it is really 
exciting to learn how another City  operates its system 
of government and see how the Takada City operates its 
services and looks after its citizens. (I am discovering 
how very similar our two Cities are)

▶大和高田・リズモー都市友好協会の運営会議に出席（2月12日）

▶県消費生活安全課にて、食品衛生管理の説明を聞きました（2月13日）

▶平城宮跡見学（2月13日）

ようこそ、大和高田市へ
We
lcome
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リズモー市と高田市の将来に、何を期待しますか？
　これからの未来、大和高田市とリズモーは、より素
晴らしい関係を築けていることでしょう。私の来日
は、日本の文化や伝統を、よりオーストラリアで広め
るきっかけになると思います。それに加え、お互いの
考えや考え方の違いを理解する機会であり、両市が
行っていることを互いに知る機会であるといえます。
こちらで勤務に就いてまだ数日ですが、すでに大和高
田市の取り組みを見させていただき、今から上司に報
告し、私たちの市でも、一部またはそのまま取り入れ
られることがあるのではないか、検討したいと考えて
います。

　今回、私自身が大和高田市を訪
れることができたことで、来たる
姉妹都市締結50周年記念として、
この８月にリズモー市で行われ
る夢のある、素晴らしい式典に向
け、よりよいサポートができると
思います。また、リズモー市民に
とって、国内で（オーストラリア
人流に言うと、私たちの裏庭で、
つまり国を出ることなく）日本の
文化に触れる、またとない素晴ら
しい機会に恵まれたといえます。

What do you wish for the lismore and takada 
city for the future.
In the future I can see greater relations between our 
cities. My visit will enable me to increase Australian 
awareness of Japanese culture and traditions. I would 
also like to think that this will also enable more 
exchanges of ideas, knowledge and practices about 
what each city is doing. Already I have seen systems/
practices here that I am really keen to discuss with 
my management to see if they may be partially or 
fully integrated into our systems. 

With the upcoming 50th anniversary celebrations 
being held at Lismore City 
i n  Augus t  t h i s  y ear ,  t h i s 
visit is enabling me to speak 
(with greater knowledge) and 
enthusiastically encourage the 
people of Lismore to support 
and attend the events planned 
as this is a fantastic and rare 
opportunity for our local people 
to see Japanese culture first 
hand and as Australians like to 
say 'in the comfort of our own 
back yard'.

　

キ
ャ
メ
ロ
ン
さ
ん
が
広
報
情
報
課
で一
緒
に
仕
事
を
す
る

よ
う
に
な
り
、２
週
間
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。市
内
の

ア
パ
ー
ト
で
独
り
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
、自
転
車
通
勤
を
し

て
い
ま
す
。タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
押
す
の
も
、初
め
て
で
す
。靴

を
脱
ぐ
習
慣
に
も
、少
し
慣
れ
て
き
ま
し
た
。リ
ズ
モ
ー
市

で
は
、空
手
を
習
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。黒
帯
２
段
で
、こ
ち

ら
へ
来
て
か
ら
も
、市
外
ま
で
練
習
に
出
か
け
ま
し
た
。葛

城
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、日
本
舞
踊
に
挑
戦
し
た
り
、

商
店
街
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、毎
日
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ズ
モ
ー
市
で
は
、飲
食
店
な
ど
の
衛
生
管
理（
日
本
で

は
、保
健
所
の
業
務
）を
し
て
い
る
の
で
、日
本
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
違
い
や
、自
分
の
仕
事
の
改
善
方
法
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
以
外
に
も
リ
ズ
モ
ー
市
の
職

員
の
意
識
改
善
の
会
議
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、私
た
ち
の

働
き
方
や
そ
れ
ぞ
れ
の
課
の
仕
事
に
、と
て
も
興
味
を
持
っ

て
い
て
、リ
ズ
モ
ー
市
で
の
考
え
方
や
、処
理
方
法
の
違
い

を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

リ
ズ
モ
ー
市
は
、面
積
が
１
０
０
倍
ほ
ど
大
き
い
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
業
務
が
と

て
も
発
達
し
て
い
ま
す
。電
話
会
議
に
参
加
す
る
か
と
、リ

ズ
モ
ー
市
か
ら
メ
ー
ル
が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。先
日
は
、

メ
ー
ル
配
信
さ
れ
る
リ
ズ
モ
ー
市
職
員
情
報
誌
の
原
稿
を

書
い
て
い
ま
し
た
。総
合
公
園
内
の
ユ
ー
カ
リ（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
ガ
ム
ツ
リ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
）の
写
真
を
、掲
載

し
た
そ
う
で
す
。

　

登
庁
前
の
１
月
末
、リ
ズ
モ
ー
市
も
サ
イ
ク
ロ
ン
の
影
響

で
、風
雨
に
襲
わ
れ
一
部
住
宅
街
が
浸
水
し
ま
し
た
。本
市

は
、か
つ
て
し
ば
し
ば
、は
ん
濫
す
る
高
田
川
を
付
け
替
え

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。リ
ズ
モ
ー
市
は
、10
メ
ー
ト
ル
の
堤
防

を
作
っ
た
そ
う
で
す
が
、今
回
は
、そ
れ
で
も
浸
水
し
た
そ

う
で
す
。そ
ん
な
歴
史
の
話
も
、課
内
で
し
ま
し
た
。ま
だ

訪
れ
た
こ
と
の
な
い
リ
ズ
モ
ー
市
が
、ぐ
っ
と
近
く
な
り
ま

し
た
。あ
と
２
週
間
、い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
お
た
が
い
の
街

を
理
解
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▶キャメロンさんと、リズモー市長

ようこそ、大和高田市へ
We
lcome
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　先日のサイクロンで被害を受けられた方々に心からお見舞い申し上
げます。
 大和高田市の市民、私をはじめとする市の全ての職員は心から、今
回皆様が受けられた災害の被害に心を痛めております。
　市の皆様、市職員の方々、またそのご家族、そして被害を受けられ
た全ての方々へ、心からお見舞い申し上げます。
　私たち、高田市民は皆さまのために何かお力になれることがあれば
どのようなことでも支援する心構えでございます。
　私達にお手伝いできることがあれば、なんでもおっしゃってください。
　リズモー市と高田市の永きにわたる友情は、このような困難なときに
こそ手を取り合うためにあります。
　重ねてお見舞い申し上げ、皆様のご無事をお祈りしております。

敬具　大和高田市長　吉田誠克

　幸いにも１月26日に上
陸したサイクロンによる
洪 水とそれに伴う災 害
による壊滅的な被害は免
れました。市民に被害はな
く、全員の安全が確認され
ました。今は天候も戻り、日
差しも感じられ洪水の水
は徐々に引いてきています

（最高数位は９メートル43センチまで記録されました。）
　暴風により何百本もの木々がなぎ倒され、家や道路が被害を受け
たためその片付けに追われています。また道路の補修も余儀なくされ
ています。多くの農場が多大な被害を受け、収穫予定であった作物
がだめになってしまいましたが、それでも時を待たずに立て直せると信
じております。洪水の被害により多くの家が孤立してしまい、今でも電
気復旧していない家々があります。それでも救いは市民が皆前向きに
復旧に取り組んでくれていることです。今回我々は被害を受けました
が、感謝すべきことに多くのボランティアや臨時職員の力を借り木々
や廃材の撤去をはじめとする復旧作業を進められています。
　しかし残念なことにオーストラリア、クィーンズランド州北西部での被
害は甚大でした。我々のことを心配し気遣ってくださったこと、そのお
気持ちに重ねて御礼申し上げます。
皆さまと高田市民のご健康をお祈りしております。

敬具　ジェニー

▶高架下道路に溜まった水

▶風で木が倒れ、家を直撃しました

◦大和高田市長からのお見舞い状

◦リズモー市長からのお礼状
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27
年
度
を
目
標
に「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定

し
て
、幼
児
期
の
学
校
教
育
、保

育
、地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。本
市
で
は
、既
に
、平
成

22
年
３
月
に
、こ
ど
も
園
・
幼
稚

園
・
保
育
所
に
お
け
る
統
一
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
、平
成
22
年

４
月
、平
成
24
年
４
月
に
幼
保
連

携
型
の
認
定
こ
ど
も
園
を
２
か

所
開
園
し
た
。さ
ら
に
、子
育
て

家
庭
等
へ
の
支
援
事
業
と
し
て
、

地
域
子
育
て
支
援
事
業
、一
時
預

か
り
事
業
、乳
児
家
庭
全
戸
訪
問

事
業
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
等
も
実
施
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、本
市
に
お
い
て
は

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」の
策
定
に
向
け
、国
や
県
の

情
報
を
注
視
し
、県
下
各
市
の
状

況
等
も
調
査
・
研
究
し
、本
市
の

更
な
る
子
育
て
支
援
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

県
中
和
・
南
和
の
活
性
化

に
つ
い
て

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
駅
設

置
場
所
に
つ
い
て

市
政
会　

西
村
議
員

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
係

る
県
内
で
の
新
駅
設
置
場

所
に
つ
い
て
は
、県
中
南
和
地
域

に
新
駅
を
設
置
す
べ
き
と
考
え

て
お
り
、１
０
０
０
年
に
一
度
と

言
っ
て
も
過
言
で
な
い
、こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
、リ
ニ
ア

新
駅
の
設
置
が
県
中
南
和
地
域

の
活
性
化
へ
の
核
と
な
る
べ
く

期
待
を
し
て
い
る
。そ
の
た
め
に

は
、奈
良
県
の
中
心
部
に
位
置

し
、今
後
も
発
展
す
る
余
地
が
多

く
残
っ
て
い
る
地
域
、そ
し
て
本

市
に
対
す
る
効
果
も
大
で
あ
る

地
域
、具
体
的
に
は
、大
和
郡
山

市
の
南
部
か
ら
田
原
本
町
北
部

付
近
で
の
新
駅
設
置
が
妥
当
で

あ
る
と
の
意
見
を
県
に
提
出
し

て
い
る
。今
後
も
、新
駅
設
置
へ

の
要
望
だ
け
で
な
く
、県
中
南
和

地
域
全
体
の
活
性
化
に
向
け
、あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
積
極
的

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

市
所
有
の
土
地
・
建
物
に

つ
い
て

市
庁
舎
の
耐
震
工
事
に
つ
い
て

　

市
政
会　

島
田
議
員

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

整
備
、そ
の
中
で
も
災
害

対
策
本
部
と
な
る
市
庁
舎
の
耐

震
補
強
等
は
、重
要
課
題
と
捉

え
て
い
る
が
、こ
こ
数
年
、子
ど

も
た
ち
の
学
校
・
保
育
施
設
等

の
耐
震
補
強
を
優
先
し
て
事
業

を
進
め
て
き
た
。市
庁
舎
に
つ
い

て
は
、平
成
９
年
度
に
耐
震
診
断

を
行
い「
大
規
模
な
耐
震
改
修
に

よ
る
補
強
措
置
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
」と
の
判
定
結
果
で
あ
っ

た
。建
築
後
50
年
が
経
過
し
て
お

り
、今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、耐
震
性
の
確
保
に
多
大
な
財

源
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
、建
替

え
や
補
強
、ま
た
移
転
等
の
あ
ら

ゆ
る
選
択
肢
と
可
能
性
を
考
え

た
上
で
、総
合
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３

法
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

新
制
度
に
向
け
て
の
実
施
体
制

に
つ
い
て

公
明
党　

藤
田
議
員

平
成
24
年
８
月
22
日
、子

ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
、認

定
こ
ど
も
園
法
、整
備
法
）が
公

布
さ
れ
、各
自
治
体
で
は
、平
成

市
立
病
院
駐
車
場
の
安
全

性
に
つ
い
て

立
体
駐
車
場
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て

公
明
党　

砂
原
議
員

市
立
病
院
の
立
体
駐
車
場

は
、平
成
９
年
に
竣
工
し
た

金
属
製
の
構
造
の
も
の
で
、Ｉ
ｓ

値
０
・
６
以
上
を
確
保
し
、震
度

６
程
度
の
地
震
に
は
小
破
程
度

の
被
害
状
況
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。立
体
駐
車
場
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、製
造
会

社
等
に
よ
る
と
、金
属
構
造
の
立

体
駐
車
場
へ
の
後
づ
け
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
ケ
ー
ス

は
無
い
と
の
こ
と
で
、構
造
計
算

上
、困
難
な
面
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、見
送
っ
て
い
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。立
体
駐
車
場
利
用
者
へ

の
安
全
面
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、

昇
降
用
階
段
に
、雨
天
時
に
水
が

た
ま
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る

の
で
、排
水
対
策
や
滑
ら
な
い
よ

一 般 質 問

  

平 成 2 4 年 1 2 月

定 例 市 議 会

　

平
成
24
年
12
月
定
例
市
議
会
は
、12
月
７
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
の
７
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、専
決
処
分
の
報
告
３
件
、人
事
案
件
１
件
、補
正
予
算
案
６
件
、条
例
案
件

15
件
、損
害
賠
償
に
関
す
る
案
件
１
件
、市
道
の
認
定
１
件
、市
道
の
変
更
１
件
、市
道
の
廃
止

１
件
、意
見
書
１
件
の
計
30
議
案
が
提
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
一
般
質
問
で
は
、８
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て

質
問
さ
れ
ま
し
た
。本
号
で
は
、そ
の
一
部
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、人
事
案
件
で
は
、人
権
擁
護
委
員
と
し
て
涌
田
五
月
氏（
再
任
）の
推
薦
に
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

問

問

問

答

答

答

問答

平
成
24
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　

５
４
８
、１
４
２
、０
０
０
円
な
ど
可
決
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平
成
24
年
度
大
和
高
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）、ほ
か

１
議
案

　

賛
成
少
数
で
原
案
を
否
決

総
務
財
政
委
員
会

　

平
成
24
年
度
大
和
高
田
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）、ほ
か
６
議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

民
生
文
教
委
員
会

委
員
会
審
査
結
果

　

平
成
24
年
度
大
和
高
田
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）、ほ
か
12
議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

環
境
建
設
委
員
会

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て

◆
議
員
に
よ
る
街
頭
活
動
◆

　

左
の
旗
を
持
っ
て
、定
例
会
の
開

会
前
に
告
知
活
動
、ま
た
、閉
会
後

に
結
果
報
告
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
場
所
◆

近
鉄
高
田
駅
前・近
鉄
高
田
市
駅
前

◆
時
間
◆

１
回
目
：
午
前
７
時
ご
ろ
か
ら

２
回
目
：
午
後
６
時
ご
ろ
か
ら

◆
日
程
◆

　

決
定
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

次
の
定
例
会
は
、３
月
１
日（
金
）

か
ら
開
会
の
予
定
で
す
。

  

大和高田市議会は、ホームページで議会情報を発信しています。議会ホームページへの接続方法は、以下のとおりです。
 ● 大和高田市ホームページ→左サイドメニュー「大和高田市議会」　　   ● 検索サイトなどで、「大和高田市議会」と入力して検索

う
に
ノ
ン
ス
リ
ッ
プ
材
を
張
り

つ
け
る
な
ど
の
措
置
を
考
え
て

い
る
。各

公
共
施
設（
学
校
施
設

等
）へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

仲
本
清
治
議
員

現
在
、本
市
に
お
い
て
は
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
小
学
校
、

中
学
校
の
３
施
設
に
お
い
て
外

部
設
置
を
し
て
い
る
が
、各
施
設

と
も
カ
メ
ラ
が
非
常
に
少
数
で

あ
り
、対
応
が
難
し
い
の
が
現

状
で
あ
る
。教
育
委
員
会
と
し

て
は
、外
回
り
の
防
犯
対
策
と
し

て
、校
門
の
施
錠
、来
校
者
の
確

認
を
し
た
後
の
開
錠
、敷
地
内
の

死
角
の
封
鎖
、視
界
確
保
の
た
め

の
樹
木
伐
採
等
を
行
い
対
応
し

て
い
る
。今
後
は
、そ
の
課
題
や

総
括
的
な
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用

に
つ
い
て
効
果
等
、研
究
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
水
道
料
金
に
つ
い
て

県
営
水
道
料
金
の
値
下
げ

に
伴
う
本
市
の
水
道
料
金
に
つ

い
て

　

共
産
党　

向
川
議
員

今
回
の
県
営
水
道
料
金
改

定
案
は
、料
金
引
き
下
げ

と
単
一
従
量
料
金
か
ら
二
段
階

従
量
料
金
制
へ
の
移
行
で
あ
り
、

現
行
料
金
の
１
㎥
当
た
り
の
単

価
を
１
４
０
円
か
ら
１
３
０
円

へ
、ま
た
、二
段
階
従
量
料
金
制

の
導
入
に
よ
り
、基
準
内
水
量

の
単
価
は
１
３
０
円
、基
準
水

量
を
超
え
る
超
過
水
量
に
つ
い

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。公
契

約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、以

前
よ
り
施
行
し
て
い
る
自
治
体

の
動
向
や
、未
施
行
の
自
治
体
の

取
り
組
み
等
を
注
目
し
て
い
る

が
、ま
だ
、不
透
明
な
点
も
多
く
、

国
の
立
法
化
に
向
け
た
動
き
、各

自
治
体
が
直
面
し
て
い
る
課
題

等
を
把
握
し
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
に
関
す
る
意
識

調
査
に
つ
い
て

み
ら
い　

奥
本
議
員

市
内
小
学
５
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
の
全
児
童

生
徒
と
、そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、「
学
校
教
育
に
関
す
る
意
識

調
査
」を
、９
月
18
日
か
ら
９
月

28
日
ま
で
の
間
に
実
施
し
た
。調

査
の
結
果
、学
力
の
向
上
以
外
に

も
、安
全
で
楽
し
い
学
校
生
活
、

い
じ
め
・
不
登
校
の
対
策
、学
校

施
設
・
設
備
の
充
実
、ク
ラ
ブ
活

動
の
充
実
等
の
要
望
が
出
て
お

り
、現
在
の
学
校
教
育
に
対
す
る

課
題
と
合
致
す
る
も
の
と
受
け

止
め
、今
後
の
学
校
教
育
の
充
実

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま

た
、中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
に
外
部
の
有
識
者
、

学
校
の
教
職
員
、保
護
者
に
よ
り

構
成
す
る「
中
学
校
給
食
検
討
委

員
会
」を
設
置
し
、今
回
実
施
し

た
調
査
結
果
を
さ
ら
に
分
析
、協

議
を
重
ね
、様
々
な
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
実
施
方
式
や
安
全
面
、

経
費
等
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

て
は
90
円
と
な
り
、受
水
費
の
軽

減
が
見
込
ま
れ
る
。県
営
水
道
を

１
０
０
％
受
水
し
て
い
る
本
市

と
し
て
は
、そ
の
費
用
の
軽
減
を

で
き
る
限
り
料
金
に
反
映
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。し
か
し
、

本
市
の
水
道
事
業
は
、人
口
の
減

少
と
節
水
型
機
器
の
普
及
等
に

よ
り
料
金
収
入
の
減
収
が
想
定

さ
れ
、そ
れ
に
加
え
て
、水
道
施

設
の
多
く
が
老
朽
化
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。水
道
施
設
の
老
朽

化
対
策
、耐
震
化
な
ど
を
し
っ
か

り
精
査
し
た
上
で
、市
民
に
還
元

で
き
る
料
金
を
考
え
て
い
き
た

い
。

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　

共
産
党　

沢
田
議
員

本
市
の
建
設
工
事
の
発
注

方
式
に
つ
い
て
は
、一
般

競
争
入
札
を
基
本
と
し
、一
部
に

総
合
評
価
落
札
方
式
も
導
入
し

て
い
る
。ま
た
、業
務
委
託
の
発

注
に
お
い
て
は
、指
名
競
争
入
札

が
主
流
と
な
り
、性
能
発
注
的
な

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
総

合
的
な
評
価
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
る
場
合
も
あ
る
。い
ず
れ
に

し
て
も
、そ
の
業
務
に
携
わ
る
労

働
者
の
条
件
や
品
質
の
確
保
を

勘
案
し
、最
低
制
限
価
格
ま
た
は

低
入
札
調
査
価
格
を
設
定
し
て

発
注
し
て
お
り
、ダ
ン
ピ
ン
グ
防

止
等
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、請

負
業
者
に
お
い
て
は
、適
正
な
賃

金
と
労
働
条
件
が
確
保
さ
れ
る

た
め
に
関
係
法
令
が
遵
守
さ
れ
、

そ
れ
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く

答 問 答 問

問答

答 問

●　

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
実
用

　

化
を
求
め
る
意
見
書

● 

提
出
さ
れ
た
意
見
書 

●
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ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
残
り
、ス
ト
ー
ブ
な
ど
、

火
を
使
用
す
る
機
会
が
多
い
季
節
で
す
。

 　

ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
、
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
、

十
分
注
意
し
、「
火
の
用
心
」
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
、
３
月

11
日
で
、２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
未み

曾ぞ

有う

の
大
震
災
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
、
防
火
・
防
災
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
25
・
０
１
１
９
〕

『
消
す
ま
で
は

　
　
出
な
い
行
か
な
い

　
離
れ
な
い
』

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動 

3
月
1
日
〜
7
日

■
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

４
月
６
日（
土
）〜
15
日（
月
）

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
日

４
月
10
日（
水
）

交
通
事
故
の
な
い

　

や
す
ら
ぎ
の

　
　

大
和
路
づ
く
り

〜
大
和
の
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
〜

交
通
安
全
県
民
大
会

▽
と
き　

４
月
５
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
50
分

▽
と
こ
ろ　

い
か
る
が
ホ
ー
ル（
生
駒
郡

　
　
　
　

斑
鳩
町
興
留
10
・６・
43
）

▽
内
容　

式
典
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

交
通
遺
児
に

就
学
援
助
金
を
支
給

　

交
通
事
故
で
生
活
の
中
心
者
と
な
る
父

母
等
を
亡
く
し
た
子
ど
も（
市
内
在
住
）が
、

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
に
入
学
す
る
際

に
、交
通
遺
児
就
学
援
助
金
支
給
協
議
会

よ
り
、就
学
援
助
金
５
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

▽
対
象　

平
成
25
年
度
に
小
学
校
・
中
学

　
　
　

校
へ
入
学
す
る
者

▽
申
請
期
間  

３
月
１
日（
金
）～

　
　
　
　
　
　

４
月
26
日（
金
）

▽
申
請
先　

市
役
所
生
活
安
全
課

※
必
要
書
類
な
ど
、詳
し
く
は
生
活
安
全

課
ま
で〔

生
活
安
全
課　

内
線
３
２
１
〕

■
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

×

平
成
25
年連合

消
防
出
初
式

　

平
成
25
年
１
月
６
日
（
日
）
橿
原

運
動
公
園
駐
車
場
で
、平
成
25
年
連
合

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
8
0
0
名
の
消
防
職
団
員
に

よ
る
徒
歩
・
車
両
分
列
行
進
、
来
賓

か
ら
の
挨
拶
や
祝
辞
、
優
良
職
団
員

に
対
す
る
表
彰
状
の
授
与
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
初
式
の
最
後
を
飾
っ
た

放
水
演
習
は
、
10
台
の
消
防
車
か
ら

一
斉
に
放
水
さ
れ
る
そ
の
迫
力
で
、

場
内
を
大
き
な
歓
声
で
包
み
ま
し
た
。
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保健センター
つうしん

み
ん
な
誰
か
の大切

な
ひ
と
り

～
３
月
は
、自
殺
予
防

強
化
月
間
で
す
～

　

毎
年
３
万
人
近
く
の
人
が
、自

殺
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、毎
日
90
人
近
く
の

人
が
、自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。か
け
が
え
の
な

い
大
切
な
い
の
ち
を
守
る
た
め

に
、一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
、考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

こ
れ
ま
で
自
殺
は
、個
人
の
意

思
や
選
択
の
結
果
と
考
え
ら
れ

が
ち
で
し
た
。し
か
し
、自
殺
は
、

様
々
な
悩
み
に
よ
り
、心
理
的
に

追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
す
。原

因
は
一
つ
で
は
な
く
、い
く
つ
も

の
要
因
が
、複
雑
に
か
ら
み
あ
っ

て
い
ま
す
。

　

自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た

人
の
９
割
は
、実
際
に
行
動
に
お

よ
ぶ
前
に
、何
ら
か
の
サ
イ
ン
を

送
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。自
殺
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る

状
態
に
、周
囲
の
人
が
気
づ
き
、

適
切
な
対
処
を
と
る
こ
と
で
、自

殺
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

気
分
が
沈
む
、涙
も
ろ
く
な

る
、イ
ラ
イ
ラ
し
て
怒
り
っ
ぽ
く

な
っ
た
、不
眠
、食
欲
不
振
、原
因

不
明
の
体
調
不
良
な
ど
、「
い
つ

も
と
ち
が
う
な
」と
い
う
変
化

に
、早
め
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

こ
こ
ろ
の
不
調
は
、本
人
が
自

覚
し
づ
ら
く
、受
診
を
た
め
ら
い

が
ち
で
す
。体
の
病
気
と
同
じ
よ

う
に
、こ
こ
ろ
の
病
気
も
早
く
治

療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
ず
、ま

ず
は
誰
か
に
話
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。ま
た
悩
ん
で
い
る
人
に
気

づ
い
た
と
き
は
、声
を
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も
気
に
な
っ
た
ら
、

「
保
健
セ
ン
タ
ー
」、「
奈
良
い
の

ち
の
電
話
協
会
」、「
な
ら
自
死
遺

族
・
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
か
ら
は
、新
し
い
環
境
で

生
活
す
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
は
、ス
ト
レ
ス
に
も
な
り

ま
す
。こ
ん
な
と
き
は
、特
に
こ

こ
ろ
の
健
康
に
も
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

み
ん
な
誰
か
の
大
切
な
ひ
と

り
で
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
命

を
支
え
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
奈
良
い
の
ち
の
電
話
協
会

　　

☎
０
７
４
２
・
35
・
１
０
０
０

　

24
時
間
対
応

◎
な
ら
自
死
遺
族
・
こ
こ
ろ
の

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
精
神
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
７
４
４
・
46
・
５
５
６
３

　

平
日
９
時
～
16
時

〔
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
23・６
６
６
１
〕

「
低
栄
養
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
」

　
「
年
の
せ
い
か
、
食
が
細
く
な
っ
た
」
と
い
う
話
が
よ
く
聞
か

れ
ま
す
が
、
本
当
に
年
を
と
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
期

に
は
筋
肉
量
や
基
礎
代
謝
が
低
下
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

多
く
摂
取
す
る
必
要
が
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
実

際
は
む
し
ろ
十
分
な
栄
養
を
と
っ
て
、
身
体
機
能
の
低
下
を
抑

制
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◎
「
粗
食
」
は
必
ず
し
も
長
寿
の
秘
訣
と
は
い
え
ま
せ
ん

　

◦「
ご
飯
・
み
そ
汁
・
漬
物
さ
え
あ
れ
ば
満
足
」

　
　

そ
れ
だ
け
で
は
身
体
機
能
の
維
持
に
必
要
な
栄
養
が
と
れ

　
　

ま
せ
ん
。

　

◦「
年
齢
を
考
え
、
肉
や
卵
、
油
脂
類
の
摂
取
は
控
え
め
に
し

　
　

て
い
ま
す
」

　
　

た
ん
ぱ
く
質
の
不
足
は
老
化
を
促
進
し
ま
す
。

　

◦「
ト
イ
レ
が
近
く
て
大
変
。
だ
か
ら
水
分
は
控
え
め
に
し
て

　
　

い
ま
す
」

　
　

高
齢
期
に
は
体
内
の
水
分
量
が
減
り
、
脱
水
症
状
を
起
こ

　
　

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◎
高
齢
期
に
は
「
低
栄
養
状
態
」
に
注
意
が
必
要
で
す

　

生
命
活
動
の
維
持
、
健
康
の
保
持
推
進
に
不
可
欠
な
栄
養

素
が
日
々
の
食
事
か
ら
十
分
に
摂
取
で
き
ず
、
不
足
し
た
状
態
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ひ
と
り
散
歩

が
大
好
き
な
著
者

が
、
ふ
た
り
散
歩

の
上
対
談
と
い

う
、
苦
手
な
こ
と

に
挑
戦
。
著
者
は
散
歩
を
、「
う
た
か
た
の
ひ
と

と
き
」
と
表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
そ
の
“
ひ

と
と
き
”
が
心
地
よ
い
季
節
に
な
り
ま
す
ね
。

小
林　
聡
美　
著
／
幻
冬
舎

『
散
歩
』

3月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
本
の
声
を
聴
け
︱
ブ
ッ
ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
幅
允
孝
の
仕
事
︱
』

　

高
瀬　
毅　
著
／
文
藝
春
秋

『
こ
れ
が
正
解
！
ひ
と
り
暮
ら
し
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』

　

主
婦
の
友
社　
編
／
主
婦
の
友
社

『
か
わ
い
い
自
分
に
は
旅
を
さ
せ
よ
』浅

田　
次
郎　
著
／
文
藝
春
秋

『
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
の
ち
い
さ
な
う
ま
タ
イ
ニ
ー
』	

山
本　
省
三　
作

　

山
本　
ま
も
る　
絵
／
幻
冬
舎
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

『
工
場
見
学
！
学
校
に
あ
る
も
の
︱
身
近
な
も
の
が
で
き
る
ま
で
︱
』

	

中
村
智
彦　
監
修
／
P
H
P
研
究
所

『
自
動
車
大
集
合
』	

小
賀
野　
実　
監
修
・
写
真
／
ポ
プ
ラ
社

◎おはなし会
かい

▽とき　3月9日（土） ごぜん10じ30ぷん〜

▽ところ　としょかん　2かい
  ● おはなし　『ぽとんぽとんはなんのおと』
  ● 絵

え

本
ほん

　　『くんちゃん小
しょうがっこう

学校へいく』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　3月23日（土） ごぜん10じ30ぷん〜

▽ところ　としょかん　2かい
  ● 人

にんぎょう

形を使
つか

って…	『くまさんのおでかけ』
  ● おはなし　『にんじんさん、だいこんさん、ご
　ぼうさんが、どうしてあんな色になったのか？』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

3 月の新着図書

を「
低
栄
養
状
態
」と
い
い
ま
す
。
食
事
の
絶
対
量
が
減
っ
た
り
、

栄
養
の
偏
っ
た
状
態
が
続
く
と
、
低
栄
養
に
陥
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
低
栄
養
状
態
は
自
覚
し
に
く
く
、
本
人
も
気
づ
か
な
い

う
ち
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　

◦
１
日
３
食
規
則
正
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
１
食
で
も
抜
い

　
　

て
し
ま
う
と
後
の
２
回
で
必
要
な
栄
養
を
摂
取
す
る
の
は

　
　

困
難
で
す
。

　

◦
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
魚
・
肉
・

　
　

卵
等
の
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
と
大
豆
・
大
豆
製
品
等
の
植

　
　

物
性
た
ん
ぱ
く
質
、
ど
ち
ら
も
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

◦
水
分
を
こ
ま
め
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
水
分
不
足
は
脳
梗

　
　

塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
生
命
に
か
か
わ
る
病
気
の
大
き
な
リ

　
　

ス
ク
要
因
に
な
り
ま
す
。
１
日
に
１
０
０
０
～
１
５
０
０
ml

　
　

程
度
の
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

◦
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
１
食
の
バ
ラ
ン
ス
が

　
　

と
れ
た
配
食
弁
当
は
栄
養
素
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

介
護
保
険
の
訪
問
介
護
に
よ
る
調
理
援
助
や
家
族
の
支
援

　
　

が
な
い
一
人
暮
ら
し
又
は
高
齢
者
世
帯
の
方
で
低
栄
養
状

　
　

態
の
方
は
市
が
委
託
し
て
い
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で

　
　

き
ま
す
（
利
用
者
負
担
あ
り
）。
ま
た
、
民
間
の
業
者
で

　
　

も
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
。

　
　

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
や
低
栄
養
予
防
に
つ
い

　
　

て
は
地
域
包
括
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
５
５
８
〕

◎
む
っ
く
り
…
！
？

パ
ッ
チ
リ
…
！
？

　

３
月
に
入
る
と
、
間
も
な
く

「
啓け
い

蟄ち
つ

」を
迎
え
ま
す
。
冬
眠
し

て
い
た
虫
た
ち
が
、
出
て
く
る
こ
ろ

で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、「
目
覚
め
」
に

関
連
す
る
本
を
、ご
紹
介
し
ま
す
。

『
快
眠
の
た
め
の

朝
の
習
慣
・
夜
の
習
慣
』

（
内
海　
裕
子　
著

白
川　
修
一
郎　
監
修
／
大
和
書
房
）

　

す
っ
き
り
起
き
る
た
め
に
は
、

ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
。
そ
の
快
眠

の
た
め
の
コ
ツ
を
、
朝
時
間
と
夜

時
間
で
ご
紹
介
し
て
い
る
本
で
す
。

『
図
解
目
覚
め
の
ヨ
ー
ガ
』

　
（
番
場　
一
雄　
著
／
講
談
社
）

　

朝
、
目
が
覚
め
た
直
後
、
身
体

を
起
こ
す
前
に
行
う
ヨ
ー
ガ
を
ご

紹
介
。
基
本
形
の
実
践
は
14
種
類

で
、
は
じ
め
た
そ
の
日
か
ら
効
果
が

実
感
で
き
る
と
、
著
者
は
述
べ
て
い

ま
す
。

『
は
る
を
さ
が
し
に
』

（
亀
岡　
亜
希
子　
作
／
文
渓
堂
）

　

な
か
よ
し
の
く
ま
さ
ん
が
冬
眠

か
ら
目
覚
め
る
の
を
待
つ
、
オ
コ

ジ
ョ
の
タ
ッ
チ
ィ
。
早
く
起
き
て

も
ら
え
る
よ
う
、
春
を
探
し
に
行

き
ま
す
。	

（
児
童
書
）

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕
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相
談
事
例

「
釜
石
の
奇
跡
」
か
ら
学
ぶ
こ
と

120

　

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
月
11
日
は
、
東
日
本
大
震
災
が

お
こ
っ
た
日
で
す
。
あ
の
大
津
波

が
発
生
し
て
か
ら
、
2
年
に
な
り

ま
す
。
被
災
3
県
で
は
、
12
万
戸

の
住
宅
が
全
壊
す
る
な
ど
、
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ま
だ
ま
だ
元
の
生
活
が
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、あ
の
地
震
の
時
、「
釜

石
の
奇
跡
」
と
言
わ
れ
る
出
来
事

が
起
こ
っ
た
こ
と
を
、
知
っ
て
い
ま

す
か
。

　

東
日
本
大
震
災
の
時
、
岩
手
県

釜
石
市
で
は
、
1
、
0
0
0
人
以

上
の
人
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
2
、
9
2
1
人
の
小
中

学
生
は
、
津
波
か
ら
無
事
逃
げ
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
生
存
率
が
99
・

8
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
釜
石
の

奇
跡
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

市
内
の
小
学
校
の
中
で
、
状
況
的

に
1
番
き
び
し
か
っ
た
の
が
、
全

校
生
徒
数
1
8
4
人
の
釜
石
小

学
校
で
す
。
釜
石
小
学
校
は
、
が

け
の
上
に
あ
っ
て
、
あ
の
日
は
短
縮

授
業
の
た
め
午
後
１
時
に
下
校
と

な
り
、
児
童
は
思
い
思
い
に
平
場

の
家
に
帰
る
途
中
で
し
た
。
既
に
、

家
に
着
い
て
い
た
子
ど
も
も
、
た

く
さ
ん
い
た
よ
う
で
す
。

　

地
震
発
生
直
後
、
児
童
た
ち
は

次
の
よ
う
な
行
動
を
取
り
ま
し
た
。

（
１
）．
自
分
の
判
断
で
、
が
け
の

上
の
高
台
へ
と
避
難
を
し
ま
し
た
。

（
２
）．
低
学
年
や
体
の
弱
い
子
を

高
学
年
が
お
ん
ぶ
し
て
逃
げ
、
ま

た
、
逃
げ
よ
う
と
し
な
い
大
人
た

ち
を
泣
い
て
説
得
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
釜
石
小
学
校
の
児
童

は
、
全
員
助
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
こ
で
、
わ
た
し
が
感
動
し
た

の
は
、
釜
石
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
、
ま
わ
り
の
人
の
い
の
ち
も
、

何
と
か
助
け
よ
う
と
し
た
り
、
低

学
年
や
体
の
弱
い
子
と
い
っ
し
ょ
に

逃
げ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
に
は
、
普
段
か
ら
の
真
剣
な

い
の
ち
の
学
習
が
あ
り
、
相
手
の

立
場
を
考
え
て
行
動
で
き
る
、
人

権
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。「
釜
石
の
奇
跡
」

は
、
99
・
8
％
の
生
存
率
か
ら
す

れ
ば
奇
跡
的
で
す
が
、
こ
の
奇
跡

は
、
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
釜
石
の
奇
跡
」
は
今
世
界
が

注
目
し
て
い
る
防
災
教
育
で
あ
り
、

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
心
の
有
り
様
だ
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、多
く
の
い
の
ち
を
守

れ
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
実
践
的

な
訓
練
と
心
の
教
育
を
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

〔
人
権
施
策
課
〕

健康食品の
送りつけ
商法に注意

　

業
者
か
ら
、
２
か
月
前
に
注
文

の
あ
っ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
、３
日

後
に
代
引
き
配
達
で
送
る
と
電
話

が
あ
っ
た
。
注
文
し
た
覚
え
は
無

い
と
断
っ
た
が
、「
自
社
に
注
文
を

受
け
た
と
き
の
、
録
音
テ
ー
プ
が

残
っ
て
い
る
。
引
き
取
ら
な
か
っ
た

ら
裁
判
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
脅
か

さ
れ
た
。
商
品
が
届
い
た
ら
ど
う

対
処
し
た
ら
よ
い
の
か
。

<

60
歳
代　

女
性

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般
的

　

な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で
す
。

　

特
定
の
相
談
事
例
を
示
す
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
で
注
文
し
ま
し
た
か
？

　

最
近
、
頼
ん
で
も
い
な
い
健
康

食
品
を
、
強
引
に
送
り
つ
け
る
商
法

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
昨
年
の
４
月

か
ら
10
月
ま
で
の
半
年
間
で
、
全
国

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
件
数
は
、１
、9
0
0
件
を

超
え
、
前
年
度
同
時
期
の
１・６
倍
に

増
加
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
主
に

高
齢
者
が
狙
わ
れ
、
相
談
者
は
70
歳

代
、80
歳
代
の
人
が
多
く
、60
歳
代

以
上
の
相
談
者
が
８
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
全
体
の
65
％
の
相
談
者

は
、お
金
を
支
払
う
前
に
相
談
し
て

お
り
、ま
た
支
払
っ
た
金
額
の
平
均

額
は
、3
万
円
程
度
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

主
な
相
談
内
容

◦
申
し
込
ん
で
も
い
な
い
の
に

　

強
引
に
送
る
と
言
わ
れ
、
断

　

る
と
暴
言
を
吐
か
れ
た

◦
断
っ
た
ら
、
弁
護
士
を
連
れ

　

て
出
向
く
と
強
く
迫
ら
れ
た

◦
受
け
取
り
拒
否
を
し
て
も
再

　

度
勧
誘
さ
れ
る

と
言
っ
た
内
容
が
大
半
で
す
。今
回

の
相
談
事
例
に
つ
い
て
は
、
も
し
送

ら
れ
て
き
た
場
合
は
、「
受
け
取
り

拒
否
」す
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
話
で
名

乗
っ
た
会
社
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
実
在
す
る
会
社
の
名
前
を
か

た
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

◦
電
話
で
一
方
的
に「
商
品
を
送
る
」

　

と
言
わ
れ
て
も
、
申
し
込
ん
だ

　

覚
え
が
無
く
、必
要
も
無
け
れ
ば

　
「
い
ら
な
い
」と
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

　

し
ょ
う
。
業
者
名
や
連
絡
先
を

　

確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

　

す
。

◦
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
無
く
、そ
の

　

こ
と
を
伝
え
て
断
っ
た
の
に
、商
品
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● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10 時〜午後4 時   ▽ところ　市役所3 階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所 ▽相談日時　月〜金曜日 午前 9 時〜午後 5 時（受付は午後4 時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎 2 階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

「賞金が当たった」というダイレクトメール
（以下、DM）が、また増えているみたいだね。

前にもお知らせした事例ですね

そう。海外の宝くじやロトなどで、高額賞
金が当たったかのような内容で、申込金な
どを支払わせる手口じゃ。

申し込んでもいないのに、くじや懸賞に当たる
なんて、絶対にありませんからね！

DMを送ってくる団体の住所や連絡先がわ
からず、抽選も、いつどこで行っているの
かわからないのじゃよ。

こんなDMは絶対に無視することが、大切です。

年金を担保にして支払った事例や、10年
も延々とクレジットカードで支払ってい
る事例もあるから、注意が必要じゃ。

トラブルに遭ったら、消費生活センターに連絡
してくださいね。

詐欺的な DM が再び急増！
　

が
送
ら
れ
て
き
た
場
合

①
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン（
送
り

　

付
け
商
法
）に
あ
た
り
ま
す
。

　

代
金
の
支
払
義
務
は
な
く
、受

　

け
取
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
し

　

て
く
だ
さ
い
。

②
商
品
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
場

　

合
は
、
契
約
を
し
て
な
い
こ
と

　

を
通
知
し
、
返
金
と
商
品
の
引

　

き
取
り
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
無
か
っ
た
が
、

　

強
引
に
勧
誘
さ
れ
断
り
き
れ
ず

　

承
諾
し
て
し
ま
っ
た
場
合

①
商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
と
き
は
、

　

受
け
取
り
拒
否
し
、
伝
票
番
号
・

　

住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
の
メ
モ

　

を
と
っ
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

通
知
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
商
品
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
と

　

き
は
、電
話
勧
誘
販
売
に
あ
た
り

　

ま
す
。
契
約
書
面
を
受
け
取
っ

　

て
か
ら
、
８
日
以
内
に
ク
ー
リ
ン

　

グ
・
オ
フ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

　

お
、
８
日
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
、

　

契
約
書
の
記
載
事
項
に
不
備
が

　

あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

　

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◦
特
に
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま

　

す
。
家
族
や
近
所
の
人
の
見
守

　

り
が
大
切
で
す
。

　

心
配
な
と
き
、困
っ
た
と
き
は
、

ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

整
理
整
頓
の
大
切
さ

　　
整
理
整
頓
に「
断だ
ん

捨し
ゃ

離り

」や「
と

き
め
き
片
付
け
術
」
と
言
っ
た

こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

身
の
回
り
に
あ
る
物
を
整
理

整
頓
し
、
す
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と

で
、
心
も
整
理
さ
れ
、
前
向
き
な

自
分
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
で
す
。

　

自
分
の
身
の
回
り
に
あ
る
も

の
を
見
渡
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

新
品
で
あ
っ
て
も
使
っ
て
い
な

い
物
。
思
い
入
れ
は
あ
る
が
実

際
に
は
使
わ
な
い
物
な
ど
、
自

分
に
と
っ
て
ど
う
し
て
も
重
要

な（
と
き
め
く
）物
以
外
は
捨
て

て
し
ま
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

不
要
に
な
っ
た
捨
て
る
物
に

は
「
い
ま
ま
で
あ
り
が
と
う
！
」

と
心
を
込
め
て
感
謝
し
て
か
ら

捨
て
る
と
、
今
あ
る
物
に
感
謝

し
大
切
に
で
き
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
は
自
分
自
身
が
前

向
き
に
進
め
る
こ
と
を
意
味
し
、

新
し
い
可
能
性
に
向
け
て
、
新

し
い
こ
と
を
始
め
る
と
い
う
意

欲
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

　

私
自
身
も
こ
の
考
え
方
を
も

と
に
、
部
屋
の
整
理
を
何
度
か

行
い
ま
し
た
。
確
か
に
、
持
ち

物
が
減
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
何
よ
り
も
心
の
持
ち
方
が

軽
く
な
り
、
様
々
な
物
事
に
対

し
て
前
向
き
に
な
っ
て
い
け
る

と
い
う
感
覚
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

整
理
整
頓
と
は
、
必
要
な
と

き
に
さ
っ
と
物
を
取
り
出
せ
る

こ
と
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
の

で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
は
、
視
界
に
入
っ
て
く
る

物
の
あ
り
よ
う
が
、
心
の
あ
り

よ
う
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま

す
。
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
物

が
乱
雑
に
置
い
て
あ
れ
ば
、
心

は
重
く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

足
の
踏
み
場
も
な
い
ぐ
ら
い

散
ら
か
っ
た
部
屋
で
、
子
ど
も

が
生
活
し
て
い
る
と
子
ど
も
の

心
に
重
い
物
を
与
え
て
し
ま
い

ま
す
。
整
理
整
頓
は
、
子
ど
も

達
の
行
動
に
大
き
く
影
響
を
与

え
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

学
年
末
を
迎
え
る
こ
の
時
期

が
、
整
理
整
頓
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
必
要
な
物
、

不
必
要
な
物
を
判
断
し
、
必
要

な
物
を
ど
こ
に
整
理
す
る
か
で

す
。

　

子
ど
も
は
様
々
な
物
に
興
味

が
あ
り
、
や
た
ら
物
を
欲
し
が

り
引
き
出
し
に
入
れ
た
が
り
ま

す
。
自
分
自
身
が
一
体
何
を
持
っ

て
い
る
か
、
何
が
必
要
な
の
か

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
定
期
的
に
整
理
整
頓
を

行
う
こ
と
で
、
自
分
に
と
っ
て

何
が
大
切
な
の
か
、
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
よ
う
で
す
。

　

整
理
整
頓
を
習
慣
付
け
る
こ

と
で
、
絶
え
ず
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
け
る
心
構
え
を
育

て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
き

ま
す
。

　

一
度
ご
家
庭
で
も
、
整
理
整

頓
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

〔
学
校
教
育
課
〕

教えて！
最新情報



Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。

This morning Ric and I attended the Australia Day celebrations at the Goonellabah Sports and Aquatic Centre. It was put on and hosted by the Lismore City Council. Twenty one people from fourteen different countries became Australian citizens. I will send you the photos I took. I hope you enjoy them.
Some of the photos are of the Lismore City Concert Band who played a few songs including Waltzing Matilda.
Love from Colleen

今朝、リックとわたしは、グーネルバのスポーツ＆アクアセンターで行われるオーストラリア・デーの祝賀式に出席しました。リズモー市評議会が主催していました。14の異なる国の 21の民族が、オーストラリア国民を形成しています。撮った写真を送りますから、楽しんでください。写真の何枚かは、ワルチング・マチルダを含めた数曲を演奏したリズモー市コンサートバンドです。
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汽
笛
を
鳴
ら
し
て
、出
発
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ

で
し
ょ
う
。

　

答
え
は
、
後
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ
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